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大潟工場の排水対策設備
設備投資を抑制する一方、公害環境対策を
実施。大潟工場では、凝集剤ハイセットの
排水対策で活性汚泥装置が1976年に完成。

Photogr aph for：

大潟工場の受電装置が完成
相次ぐ増設で受電能力が飽和したため、特
別高圧による受電を実施。地元住民との交
渉の末、高圧線の引き込みが実現した。

Photogr aph for：

大潟工場セロゲン第4工場
国内外で市場が拡大するセロゲンの増産に
対応するため、大規模設備を備えた第4工
場が完成。集中制御方式が採用された。

高機能化学メーカーへの挑戦
第一次石油ショック以来、体質改善を図り、1978年に黒字化を果たした当社。
その間、徹底した効率化を進める一方で、製造分野へ総額98億円強の設備投資
を行い、高機能化学メーカーへの足がかりを築きました。

　「低成長時代においても、営業規模

の拡大は企業の命題である」。この信

念のもと、当社は営業力を強化し、戦

略商品であるセロゲン、ハイセット、SE

などの新規用途開発に注力し、売上を

着実に伸ばしました。

　増産にともなう設備投資も図り、大

潟工場では、1973年から生産設備を

拡充。受電能力が飽和したため、1978

年には地元の協力と理解を得て、受電

装置も完成させます。セロゲン設備は、

たび重なる増設にもかかわらず需要増

加に追いつかず、1979年には第４工場

の建設が決定しました。

四日市工場、京都工場でも増産対策工

事を進め、日本レブロス（現 滋賀工場）で

は、DKエステルとウールグリース製造

設備が完成しました。

　その結果、1973年から1979年まで

の公害環境対策を含む生産設備への

投資総額は、実に98億円強（予算ベース）

に達しました。

　徹底した効率化（少数精鋭化）の裏で

断行された、この攻めの投資は、当社

を電子材料や土木など多分野を支え

る「高機能化学メーカー」へと変貌させ、

次代への強力な足がかりとなります。

　そして、この国内で強固に築いた技

術力と経営基盤を携え、当社は次なる

ステージへと舵を切ります。日本の繊

維産業が東南アジアへ進出する動きに

ともない、旺盛な需要が見込まれる市

場への展開をめざして1978年に台湾

進出を決断。これが、海外事業の再始

動へとつながっていきます。

逆境でも断行した
設備投資が

次代への推進力に
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労働組合（LU労組・化学一般労組）との
3者確認書の調印式（1981年12月）。

低成長時代を生き抜くための体質改
善策「78計画」策定を知らせるDKS
ニュース（1978年4月20日号）。

工場別従業員数の推移。1973年以降、各工場で
省人化・効率化が進められた。
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Environment & Chemistry

環  境 　   化  学と

環境への取り組みを、 
見える「カタチ」に

　当社グループでは、持続可能な社

会の実現に向けた取り組みとして、環

境課題の解決に資する製品を「環境貢

献型製品」として認定しています。本

制度は製品の環境価値を見える化し、

広く社会に発信するとともに、環境対

応素材の開発・普及を加速させること

を目的としています。

　認定にあたっては、原材料調達から廃

棄に至るライフサイクル全体を評価対象

とし、客観的な定量データと技術的根拠

に基づき総合的に審査を行っています。

環境にこたえる、
３つの分野

　認 定製品は、その特性に応じて

「気候変動対策」「サーキュラーエコノ

ミー」「自然資本の保護」の3つの領

域に分類しています。これは現代社

会が直面する重要課題に対し、当社

の技術基盤がもたらす価値を明確に

したものです。

　対象製品は、脱炭素社会を支える

リチウムイオン二次電池用材料や太

陽電池関連材料をはじめ、未利用バ

イオマスを活用した新素材、社会イ

ンフラの長寿命化に貢献する材料、

水資源の保全に寄与する化学製品な

ど、多岐にわたります。

　第一工業製薬グループは、お客さ

まの課題解決に寄り添いながら「こた

える、化学。」を具現化し、事業の成

長と地球環境の保全・改善への貢献

を図ってまいります。

未来へつなぐ、 
環境貢献型製品

私たちが届ける高機能な化学製品は、素材の力で見えない
領域から脱炭素や資源循環を推進し、環境負荷の低減を支
えています。第一工業製薬グループは、「こたえる、化学。」の
もと、技術の力で持続可能な社会の実現に挑み続けます。

環境価値
を 

見える化

DKSグループのサステ
ナビリティ、環境への取
り組みはこちらから。
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3つの
分野

認定
プロセス

環境価値を、どう確かめる？

製品の環境価値を
見える化し、
環境対応を促進する

CO₂を減らし、脱炭素社会へ
太陽電池や二次電池材料など、脱炭素社
会を支える技術を展開。エネルギー転換
や省エネ化を後押しします。

原材料の調達から廃棄に至るライ
フサイクル全体を評価し、申請。

サステナビリティ委員会が、
客観的な基準で多角的に評価。

経営会議で認定し、
環境価値を見える化。

気候変動対策

水・土壌・生命を守る
水系材料や有害物質の代替技術などを通
じ、大気・水・土壌への環境負荷を低減。
自然環境を支えます。

自然資本の保護

資源を循環させ、廃棄物を削減
バイオマス活用や未利用資源のアップサ
イクルを通じ、資源循環を促し、化石資
源への依存低減を進めます。

サーキュラーエコノミー
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セルロース、バイオマス、アップサイクル

水系材料、土壌関連製品、PFASフリー材料
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●DKSグループ

●サステナビリティ委員会

●経営会議
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VATION

電池材料、太陽電池、省エネルギー技術

申請

評価・審査

認定
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